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1. 背景、問題点

近年、短いテキストメッセージ「つぶやき」のやり

とりを中心とした、マイクロブログと呼ばれる形態の

Webサービスが隆盛している。これらのWebサービ

スの代表例である Twitterでは、多くのユーザーが頻

繁にメッセージをやりとりしているため、ブログより

もリアルタイム性の高いテキストが常に大量に配信さ

れている。また、こうしたサービスでは「いま自分が

どこで何をしているか」について入力することが多い

ため、実世界の出来事や場所に関する情報が多い。

しかし、Twitterに投稿される膨大なつぶやきは有

用で興味深いものと、自分は関心のないものが混じっ

た状態であり、時として必要な情報を見逃してしまう

という問題がある。また、実世界の場所・出来事に関

するつぶやきを含んでいることから、膨大なつぶやき

を分析することによってどの街が盛り上がっているか

を推定することができるはずだが、個々のつぶやきが

どの場所に言及しているのかわからないという問題が

ある。

著者自身も、Twitterを利用して 6700人前後の人々

のつぶやきを見ている。主に友人とのチャット的な利

用が中心だが、大量のつぶやきを見ているとこうした

メッセージが、外出中などに自分が今いる場所の周辺

で何が起きているのかをぼんやりと知る手がかりとな

ることが出来ることに気がついた。こうした経験から、
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Twitterからロケーション情報を抽出・分析すること

で実世界に関する知見が得られるのではないかと考

えた。また、多くの人々のつぶやきを常時チェックす

ることは実際のところ難しく、自分にとって興味深い

情報を見逃してあとから気づくという事が多かった。

そのため、自動でこれらの発言から重要と思われる部

分を抽出し要約してくれるシステムを開発することに

した。

2. 研究目的、解決点

本研究の目的は、膨大なつぶやきから、実際の行動

に役に立つ・有用と思われるつぶやきを抽出し提示す

ることである。特に、場所キーワードを導入すること

で個々のつぶやきが言及している場所を推定し、どこ

が盛り上がっているのかを知ることが目的である。

これによって、どの場所が盛り上がっているのかが

リアルタイムにわかり、またその盛り上がりに言及し

ていると思われるつぶやきの抽出を可能にする。

3. 提 案 手 法

「場所の名前」＝場所キーワードを基準としてTwit-

terのつぶやきを検索し収集する。場所キーワードご

とに「勢い」＝単位時間あたりのつぶやき数を計測し

記録する。

勢いの長期的な傾向から、現在の勢いが普段に比べ

て瞬間的に盛り上がっているかどうかを判定できるよ

うにし、盛り上がっていると判定されたらその前後の

つぶやきを提示する。

4. システム設計、実装

提案手法を実現するために、

( 1 ) 日常的な会話で使われる場所の呼び名「場所
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図 1 実装したシステムのトップページ
Fig. 1 Toppage of system

キーワード」を入力し登録できるしくみを用意

した。

( 2 ) そして登録した場所キーワードのリストを元に

Twitterの発言をキーワード検索し、収集する

クローラを作った。

( 3 ) 収集した発言の勢い、MecabとTFIDFによる

特徴語の検出、発言しているユーザーを分析す

るプログラムを用意し、1時間間隔で定期的に

実行する。

( 4 ) 勢いに基づいて、勢いが早ければ短い間隔で、

勢いが遅ければ長い間隔で検索を行い発言を収

集するよう調整を行った。

5. 運 用

2009年 8月 31日から 2009年 11月 13日まで運用

を行った。132個の場所キーワードに関して Twitter

を検索し、1,018,162発言を収集した。

6. 事 例

図 1が開発したシステムの画面である。運用した結

果得られた成果の事例を紹介する。

6.1 イベント、ニュース、事件など

池袋のヤマダ電機がオープンした際には、場所キー

ワードの表示部分が図 2のように表示された。システ

ムによって「池袋」というキーワードを含むつぶやき

の中で「ヤマダ電機」という単語が特徴的であると検

出されている。このほかにも様々な街中でのイベント

やニュース、たとえば秋葉原の献血所がリニューアル

したといった情報もキャッチすることができた。

6.2 災害、事故など

災害や事故の際に当事者や付近の人々が Twitterを

通じて実況し、情報を伝達することがある。本システ

図 2 登録した場所キーワードの例
Fig. 2 Example of Place Keywords

図 3 盛り上がり検出時のつぶやきの例
Fig. 3 Example of Twitter messages when it feverd

ムでもこうした現象が確認できた。たとえば品川シー

サイドの大規模停電の際には「品川」という場所キー

ワードで「停電」という単語が特徴語として検出され、

図 3のような発言が表示された。このほかにも、台風

や地震などの際にも規模や被害状況、経過などを知る

ことができる。

7. 今後の課題

盛り上がっている場所・時間のつぶやきを提示でき

るようになったが、時折 spamアカウントや botなど

つぶやきが混ざってしまう。これらの有用ではないつ

ぶやきをノイズとして除去する必要がある。

また、現在は収集対象とする場所キーワードを自分

で選定し入力しているので偏りがある。Twitterユー

ザーから協力者を募り、場所キーワードを登録しても

らう事を検討している。

8. お わ り に

場所に特化した言葉を手がかりに、膨大なつぶやき

の中から、特定の場所に依存したもののみを抽出し、

一覧するシステムを提案し、試作した。
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